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プロダクト部の三木 俊雄氏＊，無線アクセス開発部の
保田 佳之氏，ネットワーク開発部の中村 寛氏，無線ア
クセス開発部の中村 武宏氏は「LTEの標準化活動への
貢献を含む開発・実用化」の顕著な業績により，2012
年3月16日に財団法人逓信協会より第57回「前島密
賞」を受賞しました．前島密賞は，通信事業の創始者
である前島密の功績を記念し，通信事業の進歩や発展
に著しい貢献をした功労者に対して贈られるものです．
受賞の対象となったLTEの標準化活動への貢献を含

む開発・実用化は，第3世代移動通信方式のさらなる
発展を目的とし，Super3G（後のLTE）を3GPPに提
唱し，LTEの検討を立ち上げ，提案後は標準化活動に
積極的に参加し，多くの技術提案の寄書を入力し，試
作装置を用いた屋内外の伝送実験結果から技術的に議
論を先導しただけでなく，LTE標準化作業の全体の調
整役としても貢献したものです．2006年より試作装置
の開発に着手し，屋内での伝送実験を経た後，2008年
2月から実施した複数地点での屋外伝送実験において，
最大帯域20MHz, 4×4MIMOによるLTEの最大スルー
プット，低遅延など，LTEの実現性，有効性，周波数
利用効率などを世界に先駆けて実機により確認し，伝
送試験結果は3GPPにおける無線特性規定の策定に貢
献しただけでなく，国内外の学会において発表され，
技術の向上に貢献しました．2007年より商用装置の開
発に着手し，屋内機能確認試験を経た後，2010年1月
から商用装置による先行局試験を実施し，商用時のサ
ービス項目と共に，スループット，伝送遅延，LTE - 3G
間のハンドオーバー機能を確認，最終調整を行い，
LTE - 3G間のハンドオーバー機能は世界に先駆けて開
発，導入されました．これらの功績が極めて顕著であ
ることが評価されたものです．各氏においてはさらに
以下の功績が評価されての受賞となりました．
三木氏は，LTE対応端末通信プラットフォーム開発

において，LTEの高速大容量・低遅延通信実現に向け，

グローバル展開をめざした無線プラットフォーム開発
方針を策定し，グローバルプラットフォームベンダを
巻き込んだ相互接続性検証を進め，標準化に準拠した
グローバル仕様でありLTE-3G間ハンドオーバー機能
を有するLTE対応端末通信プラットフォームの開発を，
国内ベンダと共同で推進した点が評価されました．
保田氏は，LTEの基地局装置の開発において，さら

なる効率化とパケット交換をベースとする新たなシス
テムアーキテクチャへの対応が求められる状況下にて，
従来別々の装置であった無線制御装置RNCと基地局装
置BTSを機能統合・高密度化した新たな基地局装置
eNBを実用化することにより，LTEエリア外での従来
方式の利用を前提としながら，複雑化を回避したLTE
無線システムを構築した点が評価されました．
中村（寛）氏は，パケットコアで音声とパケットを

一元化するLTE/SEA規格の設計，標準化に向けた技術
規格の提案，移動通信用コアネットワーク装置の開
発・実用化を推進されました．具体的には，3GとLTE
間を移動しても同一IPアドレスで通信可能とすると共
に，高速パケット通信に対応し，多数の端末を常時接
続で収容するコアネットワーク装置を設計・開発した
点が評価されました．
中村（武）氏は，3GPP発足時から標準化作業に貢献

し，1999～2001年に3GPP TSG-RAN（無線仕様検討
グループ）WG1副議長，2005～2009年はTSG-RAN
副議長などを歴任し，2004年からLTEラポータ，2008
年からLTE-Advancedラポータを務め，さらに2009年
5月からはTSG-RANの議長に就任し，W-CDMA，
HSPA，LTE，LTE-Advanced国際標準化活動の第一人
者となり，国内ではARIB高度無線通信研究委員会，
Mobile Partnership部会長として国際標準化および国内
標準化に貢献した点が評価されました．

第57回「前島密賞」受賞

＊当時，移動機開発部
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